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ＩＣＡＮＮの下 に 構成 さ れる アジ ア太 平

洋地 域の レジ ストリ 。イン タ ーネッ ト

プロ ト コ ルやＡＳ番 号 など イ ン タ ーネ

ット の資 源を 管理
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アジア太平洋における商用・学術研究

両ネットワークに関する組織。インタ

ーネット関連の数々の組織を生み出し

ている

インターネット関連組織 付録
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■ 組 織概 要　　　　　　　　　　　　　　　 センサ スで できあ がったポリシードキュメント

APNIC はアジア 太平 洋地 域を批 当する　　を発 衣し、６月からいよいよ実 験 用 ではない

地域レジストリの1 つであり、IANA  (Internet　 ＴＬＡ の割り当 てが 始 まっている。事 務所を

Assigned　Numbers　Authority 、 現 在　 東京 からオーストラリアのブリスベンに 去年の

ICANN として再 編 成されている)の 下の 階　 ５月に移し、新しいデ ィレクタージェ ネラルの

層を構成している。レジストリというのはインタ　　Paul Wilson を8 月 に迎 え スタッフも充 実さ

ーネットの資 源( インターネットプ ロトコルアドレ　 せ た。 今年3 月 にシンガ ポールで 開か れた

ス、ＡＳ番 号 など) を竹 理 す る組 織 で あり、　APNIC の 総 会 では 、理 事 を7 人 の 体 制と

APNIC の 下にはNIR  (Nationa囗nternet　　 し、より多くの 会員 の 意 見が採 り入 れられる

Registry) と呼 ば れる国 別レジ ストリとLIR　　 ようになった。コンサ ルテ ィング会社に 委託し

(Loca 囗nternet Registry) と呼 ば れる 会員　　て 会t-lからの 要望 意 見を吸 い 上げようという

(ほとんどがISP) が位 置する。　　　　　　　　 努力 もなされ、より良 い サ ービ スをめざして

着 々と進んで いる。

・ 活 動内 容

IP アドレ ス、AS 番号の 割り肖て､ そ の情

報 デ ータベ ース(whois) の管 理､ 逆 引きド メ

イン名の 委任､ 情 報提供､ 教育支援を主な業

務としてい る。ウェブ ペ ージも頻繁 に!赳新さ

れ､ 活動 内容､ 最近 の動きなども簡単 に解る

ようになった。現 在IPV6 の 割り屶て に 力を

注 く≒ この5 月にRIR( 地域レジ ストリ)のコン

(チョング･フォンダ･芳 子　JPNIC)
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・ 組 織概 要　　　　　　　　　　　　　　　
中心となって 運営している。最近ではICANN

ＡＰＮＧはアジア 太平洋 における インターネ　　の 活 動 に 呼 応 す るΛPTLD  (Asia Pacific

ツト関連団 体の中でｰ 番占い。APNG はWG　Top Level Domain Forum) を誕 生させた｡

(ワーキング グループ) に 分か れて 活 動する。　　 ΛＰＮＧは極 めて オープ ンな組 織である。会

現 在 の ＷＧは 、Developing Countries 、　 合の 参 加 費を取 らず、会費も徴収しない｡ こ

Education 、Internationalization (中 川 語の　　のため、多くの 人が 自由 に参 加できた。今後

サ ブ ＷＧを 含 む) 、ΛPSIRC  (Security and　 は、ΛＰＮＧのオープ ンな特 徴を保 ちつつ 、よ

Incident Response Co  o rdination)である。　　り堅 固な組 織となるように関 係者 が検 討を進

ＷＧの 前 段 階 はBoF  ( Birds ｏｆ ａ　 めている。

Feather) という形態 をとる。現 在 のＢｏＦは、

Disabilities、ＡⅢ 、Cache 、XDSL 、SLAP　　　　　　　　　( 後藤滋樹　早稲田大学教授)

(Service Location) である。

ＷＧおよび130F の活動 内容は随 時変 化して

いる卜 最新の情 報はhttp：…/ｗｗｗ.apng.ｏrｇ/

を 参照され たい 。I"Jい 合 わせ 窓囗 の メー ル

アドレ スはapng-sec(μ･apng.orgである。

APNG は 多くの組 織を 生 み 出してきた 。
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